
図1 発芽個体の育苗

図2　特性調査中の選抜系統
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１．はじめに
　暖地園芸センターでは、本県特産花きであ
るスターチスのオリジナル品種を育成してお
り、これまでに紫、黄、白色の品種を育成し
ました。現在は生産現場から要望の多いピン
クやブルー系の育成に取り組んでいます。特
に本年度から育種規模を拡大し、育成のス
ピードアップを図っていますので、その内容
を紹介します。

２．育種規模の拡大 
　育種規模を拡大するためには交配後に多量
の種子を採る必要がありますが、昨年までは
採種を手作業で行っていたため毎年1,000粒
前後しか採れませんでした（表1）。そこで、
本年度はこの作業を機械化することで採種の
効率化を図り、従来の約10倍量となる10,094
粒の種子を採ることができました。
　得られた種子は7月に播種し、4,801粒が発
芽しました（表1）。発芽個体は無加温のガラ
ス温室で育苗し、11月末までに抽だいしたも
のを早期抽だい個体として、1,962個体を選
抜しました（表1、図1）。
　今後、この中から育種目標であるピンクや
ブルーの花色の個体を選抜し、組織培養によ
り増殖します。昨年までより多くの早期抽だ
い個体が得られたことから、選抜数を100個
体程度に増やす予定です。選抜数の増加によ
り有望な系統が得られる可能性が増すと考え
られます。

３．これまでの選抜系統について
　昨年までに選抜していた系統については、
組織培養により増殖し、切り花品質や収量性
などの特性調査を行っています（図2）。その
中の１つでブルー系の花色である系統名
「09D31」は、これまでの調査から有望であ
ると考えられ、当センターで毎年1月末に開
催している選抜系統の検討会においても評価
が高かったため、現在、現地試作を実施して
います。
　今後、「09D31」を含む選抜系統について
調査を継続し、広く普及を推進する価値があ
ると判断されたものは品種登録出願を行う予
定です。

４．おわりに
　スターチスでは花色の他に病害抵抗性品種
や低温開花性品種なども求められています。
そこで、当センターでは、今後も新しい育種
技術を導入して育種の効率化を図り、従来長
い期間を必要とした育種年限を短縮すること
で、より多くの競争力のあるオリジナル品種
を開発していきたいと考えています。
　　　　　　　　　（育種部　小川　大輔）
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